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国際ロータリー第2620地区�

例　会　場／TOTO東富士研修所�

開 会 点 鐘／12：30�

ロータリーソング／奉仕の理想�

内　　　容／企業訪問�
　　　　　　職業奉仕委員会�
会 員 慶 事 �
☆結婚記念日�
　10月15日　田代　博久君・二三代様ご夫妻�
　10月15日　鈴木　崇司君・三千代様ご夫妻�

☆夫人誕生日�
　10月12日　林　　　準君 ご夫人 美千代様�
　10月13日　勝又　敏雄君 ご夫人 美津代様�

☆連続出席�
　10月 4日　深沢　昭三君（24年間）�

　早くも１０月を迎えました。陰

暦「神無月」は、日本中の神様

が男女の縁結びなどの相談をするために出雲大

社に集まり、持ち場を留守にするためにこの呼

称があるといいます。ただし、出雲地方だけは「神

在月」だそうです。   �

　ロータリーカレンダーでは、今月は「職業奉

仕月間及び米山月間」です。   �

　米山記念奨学会は世界に開かれた奨学団体と

して、日本の発展と世界への貢献という観点から、

多くの留学生を受け入れてきました。 　 　　  �

　米山奨学生は、２００２年４月現在で約１,０００名で

す。そのうち中国・４５６名（４５．９％）韓国･２１８名

（２１．８％）台湾・１０７名（１０．７％）ベトナム･２８名、

インドネシア・２４名、マレーシア・２６名、タイ・

２２名、その他の国が１１６名（１１．６％）です。文部科

学省が発表している在日留学生の総数が約７９，０００

名ですから、その約８分の１に当たり、国別の比

率もほぼ同じです。   �

　２０００年の九州･沖縄サミットで、日本は留学生受

け入れ倍増を再確認し、２１世紀において、経済発

展とともに国際社会に果たす役割と期待が大きくなっ

ていることがクローズアップされました。資源に

乏しく、地理的にも孤立している日本が、他国と

の円滑な関係や信頼を築いていくことは、その繁

栄と発展に必須なことです。   �

　留学生受け入れ拡大という国策に沿って、「日

本留学試験」が年２回、日本以外の国で受験でき

るようになり、外国人にとって日本留学が身近な

ものとなりつつあります。   �

　本日は、孫　麗竹さんと清水北クラブ副会長で

あり、米山奨学生カウンセラーの上條さんをお迎

えしております。日本での学生生活の一端を語っ

ていただき、相互理解を深めたいと思います。�

�

次回10月16日の例会�

１８１５回　１８：００点鐘　夜間例会（観月会）�

会　長　  水口　正宏�



○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会員数� 出席者数�暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６０名� ５８名� ５４名�９３.１０％�９８.２８％�

石田　恩君　9月12日　芦屋南商    �

大庭健一郎君　9月17日　ＧＲＡ    �

臼井良太君　9月17日　ＧＲＡ    �

勝又重春君　9月20日　米　山    �

井口修一君　9月24日　長　泉    �

斎藤礼志君　9月30日　沼津北�

●昨日のローターアクト例会への出席ありがとうござ
　いました。又の出席をお待ちしております。　　　�

芹澤正明�

○会　　　長/水口　正宏�

○幹　　　事/梶原　一正�

○会報委員長/勝又　　誠�

第2620地区�

●メーキャップ�
　　　  （6名）�

　私は、中国東北地方の遼寧省瀋陽から来ました。

１２歳になる男の子を持つ母親であり、中国の大

学を卒業して既に１０年以上がたっています。   �

　こんな私が日本に留学したのは、日本の進ん

だ環境技術を勉強して、母校の大学で教師にな

るという夢があるからです。中国の経済は急速

に発展しつつあり、国民の生活レベルが向上す

るにつれて、ゴミの問題が深刻になっています。

しかし、ゴミ処理技術は進んでおらず、国民や

企業の環境意識は低いです。   �

　本日は、日本で見たこと、感じたことについ

て話したいと思います。　   �

①日本の第一印象は綺麗・静か・狭いというこ
　とです。   �

　　水が綺麗です。瀋陽は海がなく新鮮な魚が

　いないので、生のままでは食べず、加熱して

　食べる習慣があります。でも日本で生活する

　うちに、魚も寿司も平気になりました。   �

　　空気も綺麗です。遼寧省では、冬、石炭を

　燃料にしてボイラーやスチームヒーターで暖

　房をします。空気は汚れ、マスクをかけますが、

　一時間ほどで鼻穴の部分は真っ黒になります。

　日本では、一週間かけていても大丈夫です。    �

　　とても静かです。中国は人が多く、賑やか

　です。皆早寝早起きで、朝５時半頃には沢山

　の人が公園に行って太極拳などの運動をします。    �

　　狭いと感じたことの一つは、自転車の道が

　少なく、いつも歩道を走っています。危険を

　感じますし、実際危険な目にも遭いました。    �

②困ること�
　　私が今住んでいるところは、台所や風呂など

　が共用です。だから、お互いの協力が一番大切

　だと思っています。日本では、子供の頃から他

　人のことを優先に、傷つけないようにと躾られ

　ると聞いていましたが、実際はそうでもなく、

　困ることがよくあります。    �

③心配していること�
　　日本の学生はのんびりで、気楽で、遊ぶ時間

　が多すぎると思います。将来が一寸心配になり

　ます。中国で一番忙しくて疲れるのは学生です。    �

④不思議なこと�
　　煙草を吸っている若い女性が多いです。大学

　でもよく見かけます。特に女性は、自分だけで

　なく、将来子供に影響があります。子供の為に、

　国が禁止することを呼びかけたほうが良いと思

　います。それから、高校生の女性はスカートが 

　短かすぎ、男性はズボンが落ちそうです。気持

　ちが悪く、見苦しいです。先生も親もどうして

　許しているのか分かりません。   �

⑤残念なこと�
　　日本語は難しい上に外来語が多く、しかも色々

　な国の言葉を使っています。でも、発音が元の

　ままではなく、変わっている為全然理解できま

　せん。   �

　　米山奨学生になったことで、生活は一新しま

　した。今では友達が沢山出来て、毎日が楽しく、

　充実しています。   �

　　また、つくづく感じることは、ロータリーが

　経済的にだけでなく、精神的にも大きな支えになっ

　ていることです。ロータリアンの団結・向上・

　奉仕の精神は、私を励ましてくれます。日中交

　流がもっと密接になって、将来日中の環境保全

　に役立ちたいと思っています。 

　　　　米山奨学生�
　　　　孫　 麗竹様�

私の目から見た日本�

●欠席者（4名）�
　勝又敏樹君・戸栗太平君・渡辺　巌君・山崎伊久雄君 

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までに
　ご連絡下さい。�


